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要旨：2019 年 12 月に沖縄県石垣島において畑作業中の男性がマダニ刺咬症の被害にあった．刺咬症被害の翌日には，

大腿及び腹部に複数の発疹が現れ発疹部には約 10 個体のダニ様虫体が咬着していた．被害男性は特に体調の不良はない

とのことであった．本検体を当所にて同定したところタカサゴキララマダニ幼虫であった．本事例を含めて当県では 12

例のマダニ刺咬症が報告されており，タカサゴキララマダニが 6例と最も多く，次いでカメキララマダニ及びヤマアラシ

チマダニが各 2例，クリイロコイタマダニ及びミナミネズミマダニ各 1例が報告されている．タカサゴキララマダニの刺

咬症例が多いのは他県と同様であるが，ヤマアラシチマダニについては他県での報告は少なく，その他の 3種は当県のみ

の報告となっていた． 
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Ⅰ はじめに 

 マダニ類は人を刺咬することで皮膚障害を起こさせた

り，日本紅斑熱などの感染症を媒介したりすることで全

国的に問題となっている．当県でもマダニによる刺咬症

は複数報告されており，日本紅斑熱や重症熱性血小板減

少症候群（以下，SFTS）の患者も発生している 1)．今回，

タカサゴキララマダニの幼虫による刺咬症例が発生した

ため報告する．また，併せて当県で発生したマダニ刺咬

症について現時点までの報告をまとめ，当県におけるマ

ダニ刺咬症について若干の考察を行った． 

   

Ⅱ 症例 

患者は石垣市在住の中年男性で，2019 年 12 月 12 日の

畑作業中にマダニ刺咬を経験した．特記すべき事項とし

て，患者は畑で作業をしていた際に逃亡したヤギを捕獲

し抱きかかえている．また，作業を終えたところ，着用

していた長袖のジャンパーに小さな虫のようなものが多

数付着しているのに気付いている．作業していた畑は周

辺に草木が繁茂し，野生のイノシシやカメ等が生息する

環境であった． 

翌日の 12 月 13 日に大腿及び腹部に複数の発疹を発見

したために，服用している薬が原因かと疑い医療機関を

受診したところ，発疹部に約 10 個体のダニ様虫体が咬着

していることが確認され，除去された．特に体調の不良

はないとのことであった．本検体はダニ様虫体の同定及

び対策について知りたいとの旨で，患者の方から八重山

保健所を経由して当所に同定依頼された．当所には 8 検

体が持ち込まれ，実体顕微鏡下で同定したところ触肢の

形状や第一脚基節の特徴から全てタカサゴキララマダニ

Amblyomma testudinarium の幼虫と同定された（写真１）． 

 

Ⅲ 考察 

本事例の加害種であったタカサゴキララマダニは全国

的にも人への刺咬症例が多い種として知られている 2)．

過去には当県でも 5 例報告されており 3,4)，最も被害が多

い種である．他県では患者由来の本種から SFTS ウイル

スの分離例や 5)，本種の刺咬による Rickettsia tamurae の

タムラエ感染症も報告されている 6)．また，Takada et al. 

により沖縄本島北部の本種から紅斑熱群リケッチアの１

*現所属 宮古保健所 **八重山保健所 

写真１ 同定されたタカサゴキララマダニ幼虫 
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種が分離されており 4)，佐藤らの報告でも西表島に生息

するキララマダニ属の 1 種から紅斑熱群リケッチアの遺

伝子が検出されている 7)．そのため，当県においてもマ

ダニ媒介性感染症について注意を要する種と考えられ

る．本種は哺乳類や爬虫類，鳥類など幅広い種に寄生す

ることが知られており 2)，当県でもリュウキュウイノシ

シ Sus scrofa riukiuanus 8) やセマルハコガメ Cuora 

flavomarginata への咬着が報告されている 3)．今回の被害

発生が疑われる畑周辺にもイノシシや陸生カメが生息し

ているとのことから，本種が多く生息している環境であ

ることが予想された． 

本症例は大腿及び腹部の発疹により病院を受診した際

にマダニが確認されていることから，患者自身はマダニ

の刺咬に気づいていなかった．幼虫による刺咬症では，

体幹や下肢を中心に多数の紅斑が見られ，その中央部に

小さな虫体を認めるとされており 9)，本症例にも当ては

まっていた． 

当県における現時点でのマダニ刺咬症事例の報告とし

ては表 1 のとおりである．本症例でも報告されたタカサ

ゴキララマダニが 6 例と最も多く 3,4)，次いでカメキララ

マダニ 10)及びヤマアラシチマダニが各 2 例 11,12)，クリイ

ロコイタマダニ 3)及びミナミネズミマダニ 14)各 1 例が報

告されている．タカサゴキララマダニの刺咬症例が多い

のは他県と同様である．しかし，ヤマアラシチマダニに

ついては県外で 9 例の報告のみと少なく 12,13)，その他の

3 種は当県のみの報告となっている． 

ミナミネズミマダニの症例については，文献中ではヤ

マトマダニの成虫雌と同定されている．しかし，同定の

根拠となる形態学的特徴の具体的記載がなく，文献中の

写真からはミナミネズミマダニ成虫雌と判断された．ま

た，現時点では沖縄県からヤマトマダニの分布記録の報

告はない．ミナミネズミマダニによるヒト刺咬症例であ

れば，国内ではおそらく唯一の報告と考えられる．沖縄

を含む南西諸島のミナミネズミマダニは東南アジアのラ

イム病関連の病原体 Borrelia yangtze（Borrelia valaisiana

関連種）15)，タイの Thai tick typhus やオーストラリアの

Flinders Island spotted fever の病原体 Rickettsia honei また

はその酷似種を特異的に保有しているとされている 16)．

また，沖縄本島ではエーリキア症病原体と近縁で新種と

推測される Ehrlichia の DNA 検出例もある 17)．そのため，

当県におけるミナミネズミマダニ刺咬症ではそれらの病

原体による疾病発生の可能性にも注意する必要がある． 

地域別で見ると本島北部及び石垣島からの刺咬症例の

報告が多い．これは当県で確認されているマダニ種の主

な宿主と考えられるイノシシや陸生カメが多く生息して

いる地域のためと考えられる． 

当県におけるマダニ刺咬症の調査として，過去に久高

らにより本島北部の 3 村（国頭村，大宜味村，東村）に

おけるアンケート調査が実施されている 18)．本調査では

一般住民（小中学生は除く）1,084 名のうち 359 名（33.1 %）

が過去にマダニ刺咬があったとの回答をしている．本調

査で回答があった刺咬症が全てマダニ種によるものかは

断定できないが，北部地域では多くのマダニ刺咬事例が

発生しているものと推測される．日本紅斑熱については，

当県で発生した 4 例 1)全てで推定感染地が北部地域とな

っていることからマダニ刺咬症の多さとの関連が考えら

れる．石垣島についてはマダニ媒介感染症の報告は現時

点では確認されていない． 

マダニ媒介感染症の対策を考えるうえで，地域毎にど

のようなマダニ種による刺咬症が発生しているのかは基

礎的なデータとして重要であると考えられる．本報告が

沖縄県におけるマダニ媒介感染症対策の基礎資料として

活用できれば幸いである． 
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年齢 性別

1 成虫♀ 国頭村 1967.12.10 21歳 男 下肢

2 成虫♀ 名護市 1970.6.4 34歳 女 下肢

3 成虫♀、♂ 名護市 1987.2.23 40代 男 大腿部

4 成虫♀ 石垣市 1990.3.20 50代 女 下肢

5 幼虫 国頭村 2000.4 - 男 腕 4)

6 幼虫 石垣市 2019.12.12 - 男 大腿部・腹部 本報告

7 幼虫 - - 左前腕部

8 幼虫 - - 両足・胴体

9 若虫
竹富町

(西表島)
- - - - 11)

10 若虫 石垣市 2006.6.25 35歳 女 右上腕 12)

11
クリイロコイタマダニ
Rhipicephalus sanguineus

成虫♀ 宜野湾市 1990.8.20 14歳 女 左耳 外耳道 3)

12
ミナミネズミマダニ？※

Ixodes granulatus
成虫♀ うるま市 2001.8.12 6歳 男 頭部 14)

※文献中ではヤマトマダニとされている。

表1　沖縄県で報告されたマダニ刺咬症例

No. 同定マダニ種 stage 発生年月日
患者

ヤマアラシチマダニ
Haemaphysalis hystricis

市町村

タカサゴキララマダニ
Amblyomma testudinarium

刺咬部位 文献

3)

カメキララマダニ
Amblyomma geoemydae

2005.10石垣市
10)
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